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国立研究開発法人

防災科学技術研究所

研究員 李 泰榮
島崎 敢

ウトロ地域の災害危険性について
～「平成30年度北海道胆振東部地震」を参考に～

2019年
ウトロ地区防災計画WS①
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災害に強い社会の実現

様々な自然災害を「観測・予測」し、得られた結果の「評価・検証」を行うと

ともに、個人・地域・行政に必要な「情報システム・対策技術」の研究・開発と

「社会実装」を通じて、災害に強い社会の実現を目指しています。

防災科学技術研究所の研究分野

各種自然災害を

観測・予測
発生ﾒｶﾆｽﾞﾑを

評価・検証

社会に必要な

情報システム・対策技術
社会へ実装

国立研究開発法人 防災科学技術研究所

http://risk.bosai.go.jp/risk/modules/xoopspartners/vpartner.php?id=3
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ステップ３
検討する 地域の問題に対し、災害時の

理想的な対応と平時から備え
ておくべき対策を検討します。

目的別対策の検討

炊き出し資源
マップ（例）

ステップ２
調査する 地域特性を考慮した被害をイ

メージしながら、地域で懸念
される問題を調査します。

災害時の事態の流れ 地域課題の発見

ステップ４
活用する 地域の方々と課題と対策を共

有したり、意見交換するなど、
様々な方法で検証します。

地域協働の構築

協力依頼
防災訓練

ステップ０
準備する 地域において防災活動に必要

な資料や協力が得られる地域
の関係者を整理します。

地域防災計画

ハザードマップ

ステップ1
確認する 地域を取り巻く社会特性と自

然特性を確認し、それを踏ま
えた災害特性を確認します。

ハザード・社会統計
（データ、地図）

災害の危険性

地区防災計画づくりの進め方（推奨）

作成する計画の目的及び
基本方針を考え、地区の
災害特性に関する基礎的
資料を収集する。

地区の特性（自然特性、
社会特性）を確認し、地
域で起こりうる災害を特
定し、被害を想定する。

災害時の事態の流れ（災
害シナリオ）を整理し、
災害時に地区で発生する
課題を抽出する。

災害時の課題を解消する
ための対策を検討し、対
策に対して平時の備えを
検討する。

平時の備えのために必要
な体制を検討し、意見交
換や訓練より検証・見直
し、計画を継続運用する。
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地
象
災
害

津波地震 火山噴火土石流

気
象
災
害

雷強風・竜巻大雪大雨

自然災害

マルチハザード・リスク（複合災害）
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5

ポイント

・地震の発生によって、津波、斜面の崩壊、地盤の液状化が発生します。さらに、これらの影響によっ

て火災が発生したり、ライフラインが途絶され、人の生命や財産に損傷を及ぼします。

強い揺れ（強震動）

生命・財産の損傷

地震

津波の発生 構造物の倒壊

斜面の崩壊 火災・延焼

地盤の液状化 ﾗｲﾌﾗｲﾝ断絶

地震による被害
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6

十勝沖の地震
M8.6 8％

石狩低地東縁断層帯
（M7.2）

富良野断層帯
（M6.7）

十勝平野断層帯
（M7.5）

標津断層帯
（M7.1）

根室沖の地震
M8.5 80％

海溝型（想定地震 最大規模 30年以内の発生確率）

色丹島沖および択捉島沖の地震
M8.5 60％

十勝沖から択捉島沖の地震
M8.8 7～40％

内陸型（断層帯名 最大規模）

全国地震動予測地図（NIED）

http://www.j-shis.bosai.go.jp/map/
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発生した地震

7

J-RISQ地震速報（防災科研）

⚫名称：平成30年度北海道胆振東部地震

⚫時刻：2018年9月6日3時8分

⚫震源：日本の北海道胆振地方中東部

⚫規模：M6.7

⚫震度：7（厚真町）、6強（安平町）

6弱（千歳市）ほか

⚫深さ：約40km



N
IE
D

N
a

ti
o

n
a

l 
R

e
se

a
rc

h
 I

n
st

it
u

te
 f

o
r 
E
a

rt
h

 S
c

ie
n

c
e

 a
n

d
 D

is
a

st
e

r 
R

e
si

lie
n

c
e

8

胆振東部地震の特徴

特徴（政府の地震調査委員会）

⚫内陸地殻内で発生（横ずれ断層型・逆断層型）

⚫震央南東の直径約20キロの範囲で、地盤が最大5センチ隆

起する変化が確認

⚫「石狩低地東縁断層帯」で発生した地震ではない未知の

断層
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地滑り
土地の一部が地下水等に起因
して滑る自然現象又は これ
に伴って移動する自然現象

急傾斜地の崩壊
傾斜度が３０°以上である
土地が崩壊する自然現象

土石流
山腹が崩壊して生じた土石等
又は 渓流の土石等が一体と
なって 流下する自然現象

※国土交通省の公開資料を基に作成
地震（豪雨）による土砂災害

①土砂災害危険箇所
✓ 人家や公共施設に被害を生じるおそれのある箇所 土砂災害防止法

②土砂災害警戒区域
✓ 急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、
住民等の生命又は身体に危害が生じ
るおそれがあると認められる区域で
あり、危険の周知、警戒避難体制の
整備が行われる。

③土砂災害特別警戒区域
✓ 急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築
物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著
しい危害が生ずるおそれがあると認められ
る区域で、特定の開発行為に対する許可制、
建築物の構造規制等が行われる。



N
IE
D

N
a

ti
o

n
a

l 
R

e
se

a
rc

h
 I

n
st

it
u

te
 f

o
r 
E
a

rt
h

 S
c

ie
n

c
e

 a
n

d
 D

is
a

st
e

r 
R

e
si

lie
n

c
e

10発災前 発災後

土砂災害危険箇所（国土数値情報） 空撮判読マップ

地震に伴う厚真町の土砂災害

※2011年3月、国土交通省 ※2018年9月、狭域防災情報サービス協議会

※地理院地図（国土地理院）

https://maps.gsi.go.jp/#16/42.750684/141.910197/&base=std&ls=std%7C20180906hokkaido_atsuma_0906do&blend=0&disp=11&lcd=20180906hokkaido_atsuma_0906do&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s1f1&vs2=f1&sync=1&base2=std&ls2=std%7Cseamlessphoto&blend2=0&disp2=11
https://map04.ecom-plat.jp/map/map/?cid=14&gid=239&mid=1224&auth=/modules/ecommap/auth.php?ecom_gid%3D10085%26authid%3D1006%26authkey%3Dc28eb34f6974f4654bde12d385b5cdb5
http://crs.bosai.go.jp/DynamicCRS/index.html?appid=5a555e4a581c4e2885b59a658535fd3e
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11

地震に伴う厚真町の土砂災害

特徴
⚫ 中新世（約2,000万年
前）の堅い岩質の山
地

⚫ 火山灰が降り積もっ
て堆積地質

⚫ 最近2か月間の通常の
1.5倍の雨

⚫ 地面の中に水を含み、
地震度で揺さぶられ

⚫ 硬くなっていない部
分＝岩になっていた
岩になっていない表
層が崩れた

中期中新世
堆積岩類

後期中新世
堆積岩類
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ウトロ地区の土砂災害ハザードマップ

12
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ウトロ地区の地質

13

特徴
⚫ 中新世（約2,000万年
前）の火山岩類の山
地

⚫ 更新世（約200万年
前）の段丘堆積地質

→苦鉄質の岩類の粒子によって風化しやしかどうか。
→土になりやすい → 崩れやすい
※古くない段丘は岩になっていない可能性が大
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14

メモ


